
 
 
 
 
 
 
 
 
  
今年の漢字は「税」、あなたが選ぶ今年の漢字は・・・ 
～国民の三大義務は「○○の義務」「□□の義務」「納税の義務」～ 

 
日本漢字能力検定協会は１２日（火）、今年の世相を

表す漢字を発表しました。世界文化遺産の清水寺での

発表は、年末の風物詩の一つになっています。 
 
コロナ禍が収束し、日常が戻ってきた２０２３年。

ワールド・ベースボール・クラシック、ラグビーワー

ルドカップ、阪神タイガースの日本シリーズ制覇など

スポーツの話題で盛り上がることが多かった一方で、

物価の高騰が続く中、防衛費増額のための増税議論が

持ち上がったり、インボイス制度が導入されたりと 1

年を通じて税にまつわる話題が途切れることがあり

ませんでした。そんな今年の漢字は「税」に決まりました。今年 1年の学校生活を振り返って、生徒

のみなさんならどの漢字を選びますか。 
 
ところで、生徒のみなさんは「国民の三大義務」を知っていますか。もち

ろん公民を学習している３年生は即答できると思います。憲法上、国民の義

務として規定されているのは「○○の義務」「□□の義務」「納税の義務」の

３つです。今年の漢字「税」にちなんで「納税の義務」について、お話しし

ます。 
 
「納税の義務」は、憲法３０条に規定されています。 

 
憲法３０条 国民は、法律の定めるところにより、納税の義務を負ふ。 

 
この条文にあるように、国民の税金は、法律によって定めなければならないのが原則となり、これ

を、「租税法律主義」といいます。法律は、私たちの代表者で構成される国会で作るということになり

ます。この原則は「税金は、税金を課される私たち自身で決める」ということなので、自分の首を自

ら絞めるような、必要以上に重たい税金を課せられることはなくなるはずという原則になります。 
 
この「納税の義務」が「○○の義務」「□□の義務」と決定的に違うのは、○○と□□の義務が、い

ずれも、義務と並んで権利も規定しているのに対して、この納税の義務には、権利規定がないという

ことです。この点については、世界の潮流として、「納税を権利としてとらえる」という考え方が意識

されつつあります。租税法律主義が実質的にも十分に機能していれば、必要以上の重税を課されるこ

とはないということになるはずですが、「納税が義務である」ということを強調しすぎると、なんで

もかんでも、むやみやたらに、「義務」だからといって重い税金を課してくるという可能性が高くなっ

てきます。行政が力をつけ、国会の意思が行政に支配されていくと、その可能性はますます強くなり

ます。そうならないためにも、「納税することが権利」であるという意識を持つことが必要になって

きます。 
 
欧米諸国では、それらの危険性が意識され、納税者の権利を保障するものとして、アメリカ、イギ

リス、フランス、ドイツなどでは「納税者権利憲章」を制定しています。日本にお

いても、「私たち国民には、適切な税金を納税する権利がある」という認識が強く

なっていけば、近い将来、納税が権利であるという憲章ができるかもしれません。 
 
これらの義務は、私たちが豊かな社会生活を送るためには必要不可欠なもので、

やりたくないことを、強制的に無理矢理やらされるというものではありません。私

たち自身のために、守っていかなければならない義務。それが、憲法上における「国

民の三大義務」です。           【知っ得！身近な法律 Q&A 参照】 
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